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【目 的】 移植前処置として TBIを行った造血幹細胞
移植症例における腎の有害事象について調査・検討を
行った.【対象・方法】 1998年 5月-2005年 5月に移植
前処置として TBIを行った 251例を対象とした.内訳は





行った. 併用化学療法レジメンは Flu＋L-PAM, Flu＋
BU, CY単剤等であった.【結 果】 Grade 2 (基準値
上限＞1.5倍) 以上のクレアチニン値の上昇を全症例の
















点を検討する.【方 法】 対象は 1993年 1月から 2008
年 10月に治療を開始した頸部食道癌の 12例.患者背景
は男/女 10/2例,年齢は中央値 65.5歳 (47～77歳),TNM
分類で T1/2/3/4 1/1/3/5例, N0/1 3/9例, M0/1 10/2
例で?/?A/?/?期 1/2/7/2例であった.照射線量は
中央値 66Gy(50～75Gy)で,5例で化学療法 (CDDP＋5
-FU 1例, NDP＋5FU 3例, TXT 1例) を同時併用し
た.【結 果】 生存率は 1年 58.3％, 2年 27.3％,臨床
病期別の 2年生存率は?A;100％,? :14.3％,? :0％
であった.局所の治療効果は CR/PR/SD 6/3/3例で
あった. T分類別の治療効果は T1:CR 1, T2:CR 1,
T3:CR 2,PR 1,T4:CR 1,PR 2,SD 2例であった.化
学療法を併用した症例は T3/4 1/4例で,局所の治療効










Delayed Breast Cellulitis (以下 DBC)を呈した 1症例を
経験したので,文献的考察を交えて報告する.【症 例】
44歳女性.左乳癌 cT2N1M0,stage 2Bに対し術前化学療
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